
′

平
成
期
末
か
ら
令
和
期
の
数
年
間
、
豪
雨
災
害
が
激
甚
化
し
て
い
る
こ
と
は
統
計
デ
ー
タ
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。
そ
の
原
因
に
は
異
常
気
象
の
頻
発
も
あ
る
が
、
２
０
０
０
年
以
降
長
期
に
わ
た
っ
て
治
山
治
水
投
資
が
抑

制
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
や
は
り
、
国
土
を
保
全
し
て
国
民
の
生
命

。
財
産
を
豪
雨
災
害
か
ら

守
る
た
め
に
は
、
財
政
本
来
の
機
能
回
復
と
ハ
ー
ド

ｏ
ソ
フ
ト
両
面
で
の
賢
い
予
算
運
用
が
急
務
と
い
え
よ
う
。

日
本
は
、
戦
後
長
期
に
わ
た

っ
て

「災
害
列
島
」
と
い
わ
れ
、
毎
年
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
台
風
や
豪
雨
に
よ

る
被
害
状
況
が
新
聞
紙
面
や
ラ
ジ
オ
、

ニ
ュ
ー
ス
映
画

（後
に
は
テ
レ
ビ
）

を
に
ぎ
わ
せ
て
き
た
。
苦
し
い
財
政

事
情
の
下
で
も
治
山
治
水
事
業
に
対

し
て
は
重
点
的
な
予
算
配
分
が
な
さ

れ
、
そ
の
累
積
的
効
果
に
よ
っ
て
台

風
や
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
次
第
に
減

少
し
た
よ
う
に
思
う
。

と
こ
ろ
が
近
年
再
び
被
害
が
拡
大

し
、
特
に
こ
の
３
、
４
年
の
テ
レ
ビ

報
道
で
、
熊
本
県
球
磨
川

（２
０
２

０
年
７
月
）
や
秋
田
県
石
沢
川

（２４

年
７
月
）
の
堤
防
決
壊
の
映
像
な
ど

を
見
て
い
る
と
、
昭
和
３０
年
代
に
戻

っ
た
か
の
よ
う
な
既
視
感

（デ
ジ
ャ

ブ
）
に
襲
わ
れ
る
。
こ
の
感
覚
を
統

計
デ
ー
タ
で
確
認
で
き
な
い
か
と
探

し
た
と
こ
ろ
、
国
土
交
通
省

「明
治

以
降
の
水
害
被
害
額
等
の
推
移
」
統

計
に
１５
年
価
格
に
よ
る
各
年
の
水
害

被
害
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
を
発

見
し
た
。

災
害
の
こ
と
だ
か
ら
年
々
の
振
れ

は
大
き
く
、
２
兆
円
規
模
の
年

（１

９
５
３
年
、
伊
勢
湾
台
風
が
襲
来
し

た
５９
年
、
２
０
０
４
年
、

１９
年
）
も

あ
る

一
方
、
２
０
０
０
億
～
３
０
０

０
億
円
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
年
も
多

数
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
１
９
５
０
年
か

ら
７２
年
ま
で
を
第
１
期
と
し
、
以
後

１０
年
ご
と
に
年
平
均
額
を
算
出
し
た

（図
表
１
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
年

平
均
被
害
額
は
第
１
期
の
約
８
０
０

０
億
円
か
ら
第
５
期
の
約
５
０
０
０

億
円

へ
と
着
実
に
減
少
し
て
き
た
が
、

第
６
期
に
な
る
と
再
び
７
０
０
０
億

円
超

へ
跳
ね
上
が

っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
近
年
豪
雨
災
害
が
激

メ

●



甚
化
し
て
い
る
と

い
う
筆
者
の
感
覚

が
裏
付
け
ら
れ
た
。

も
と
よ
り
水
害
の
被
害
額
は
、
降

雨
量
な
ど
天
候

ｏ
気
象
条
件
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
治
山
治
水
施
設

の
整
備
状
況
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
そ
こ
で
戦
後
長
期
に
わ
た
る
治

山
治
水
事
業
の
推
移
を
た
ど
り
、
こ

れ
が
図
表
１
で
示
し
た
被
害
額
の
推

移
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
を
検

証
し
て
み
た
い
。
な
お
、
治
山
治
水

投
資
額
を
直
裁
的
に
示
す
統
計
は
な

い
た
め
、
図
表
２
に
は
１
９
６
３
年

度
以
降
の
政
府
建
設
投
資
額
と
そ
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ

（国
内
総
生
産
）
比
の
推
移

を
掲
載
し
た
。

名
目
政
府
建
設

投
資
額
は
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
景
気
対

策
に
よ

っ
て
９２
年

度
以
降
急
増
し
た

後
、

２１
世
紀
を
迎

え
て
金
融
危
機
が

収
ま
り
始
め
る
と
、

そ
の
反
動
で
年
を

追
う
ご
と
に
大
幅

に
削
減
を
続
け
、

２
０
０
７
年
度
か

ら
１２
年
度
ま
で
の

ボ
ト
ム
期
に
は
名

目
値
で
３０
年
以
上

前
の
水
準
を
下
回

る
か
た
ち
で
推
移

し
た
ｃ

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見

る

と

、

１

９

８

０

の在り方

水害による年平均被害額の時期別推移

7,428

5,961

表

■

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

図

側

，
ｏｏ

　

，
ｏｏ

　

，
ｏｏ

　

，
ｏｏ

　

，
ｏｏ

　

，
ｏｏ

　

，
ｏｏ

　

，
ｏｏ

　

，
ｏｏ

7,935

7,274

5,431

1950ハV72   73⌒-82    83--92   93-V2002   03⌒-12     13～ 22  年

(注 )2015年価格による実質値 (図 表3も 同じ)。

(出所)国土交通省「明治以降の水害被害額等の推移」統計などから筆者作成。

〔図表2〕

兆円 ％

９

名目政府建設投資とGDP比 の推移

華政府建設投資 (左 目盛)

●―D政府建設投資GDP比 (右 目盛)

196567 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99200103 05 07 09 11 13 15 17 19 21 23

(出所)国土交通省「建設投資見通し2023年 」および内閣府「国民経済計算」から筆者作成。
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政府公共事業 (土木)の
年度平均額 (実質)の推移

27.0

21.9

19。 1

〔図表3〕年
代
前
半
ま
で
お
お
む
ね
７
％
以
上

で
推
移
し
て
い
た
も
の
が
、
バ
ブ
ル

期
以
降
６
％
に
低
下
し
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後

一
時
７
％
に
近
づ
い
た
が
２１
世

紀
に
入
る
と
急
落
し
、
ボ
ト
ム
期
で

は
３

ｏ
ｌ
％
に
ま
で
低
下
し
た
。
２

０
１
３
年
以
降
は
再
び
上
昇
に
転
じ
、

直
近
で
は
４
％
に
達
し
て
い
る
と
は

い
え
、
歴
史
的
に
は
か
な
り
低
位
に

と
ど
ま

っ
て
い
る
。

続

い
て
、
図
表
３
に
治
山
治
水
投

資
を
含
む
政
府
建
設
投
資
の

一
部
門

で
あ
る
政
府
公
共
事
業

（土
木
）
に

つ
い
て
、

１５
年
価
格
に
よ
る
実
質
値

兆 円

14.7
13.3

7.1

1965^V70 71^シ 86  87´ヽ́91 92～ 2001 02⌒-06 年７”　
低
位
安
定
期

公
共
投
資
削
減
期

（２３
兆
↓
１５
兆
円
）

ニ
ク

ソ

ン

シ

ョ

ッ
ク

か
ら
バ
ブ
ル
前

高
度
成
長
末
期

の
年
度
平
均
額
を

時
期
別
に
示
す
。

各
時
期
中
の
各

年
は
お
お
む
ね
似

た
よ
う
な
水
準
と

な

っ
て
い
る
が
、

５
番
目
の

「公
共

投
資
削
減
期
」
だ

け
は
０２
年

の
２３
兆

円
か
ら
０６
年
の
１５

兆
円

へ
と
逐
年
で

急
落
を
続
け
て
お

り
、
図
表
２
の
同

時
期
の
動
き
と
ほ

ぼ
足
並
み
が
そ
ろ

っ
て
い
る
。

０
９
年
度
に
は
１３
％
ま

で
下
落
し
た
。

以
上
、
図
表
２
か
ら

図
表
４
ま
で
を
通
観
す

る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
景
気
対
策
と
し
て
拡

大
し
た
政
府
建
設
投
資
、

と
り
わ
け
政
府
公
共
事

業

（土
木
）
が
０１
年
度

ご
ろ
か
ら
目
の
敵
の
よ

う
に
急
激
に
削
減
さ
れ
、

バ
ブ
ル
期
前

の
水
準
を

下
回
る
事
態
が
長
く
続

い
た
。
同
じ
時
期
に
治

山
治
水
事
業
の
シ

ェ
ア

も
少
し
ず

つ
低
下
し
、

治
山
治
水
投
資
額
は
そ

の
相
乗
効
果
で
加
速
度

的
に
削
減
さ
れ
た
。

治
山
治
水
投
資
は
、

効
果
発
現
ま
で
に
か
な

り
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ

る
息
の
長

い
事
業
で
あ

る
。
近
年
の
水
害
被
害

額
の
拡
大
は
、

２１
世
紀

初
頭
か
ら
１０
年
超
の
治

山
治
水
投
資
削
減
の
影

響
が
１０
年
程
度
の
タ
イ

ム
ラ
グ
を
伴

っ
て
現
れ

て
い
る
と

い
え
よ
う
。

％

２３

２１

１９

１７

１５

１３

１１

バ
ブ
ル
期

後

症
期

バ

ブ
ル

朋

壊

(出所)国土交通省「建設投資見通し2023年 」から筆者作成。

治山治水予算シェアの推移

こ
の
政
府
公
共
事
業

（土
木
）
に

治
山
治
水
シ
ェ
ア
を
乗
じ
た
の
が
治

山
治
水
投
資
額
に
な
る
が
、
そ
の
シ

ェ
ア
は
国
の
予
算
の

一
般
公
共
事
業

費
中
の
治
山
治
水
事
業
の
シ
ェ
ア
で

ほ
ぼ
代
位
で
き
る
。
図
表
４
が
、
国

の
公
共
事
業
予
算
の
区
分
が
現
行
の

区
分
に
な

っ
た
１
９
６
３
年
度
以
降

の
治
山
治
水
シ
ェ
ア
の
推
移
で
あ
る
。

戦
後
は
２０
％
を
超
え
て
い
た
の
が
高

度
成
長
期
に
は
徐
々
に
低
下
し
、

９６

年
度
ご
ろ
ま
で
１７
％
程
度
で
安
定
的

に
推
移
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

９７
年

度
あ
た
り
か
ら
再
び
低
下
し
、
２
０

4図表

ム
Fヽ
r '1

:::黎:岬螂呻:卿,治 山治水シェア

ロ‐…‐‐・社会資本総合整備事業費加算シェア

196365 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99200103 05 07 09 11 13 15 17 19 21 23  年度

(注)1。 当初予算一般公共事業費中の治山治水シェア。
2.点線は、2010年 度に公共事業費の区分変更に伴って新設された「社会資本総合整備事業費」の20%相 当額を加算c

(出所)財務省「財政統計」から筆者作成。
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り方

一般会計における治山治水関連の補正後予算額の推移

■ 治山治水事業費  %社 会資本総合整備事業費中相当分

196769 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99200103 05 07 09 11 13 15 17 19 21 23 年度

。2010年 度以降は公共事業費の区分変更に伴って新設された「社会資本総合整備事業費」の20%相 当額を加算して推計
(斜線部分)。

.57年度間の累計は約70兆 円 (国 費率 6割 とすると事業費は約115兆円)

財務省「財政統計」から筆者作成 (図表6も 同じ)。

〔図表5〕

億円

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

(注)1

2
(出所)

図
表
５
の

一
般
会
計
で
の
治
山
治

水
補
正
後
予
算
額
の
推
移
を
見
て
も
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
経
過
が
裏
付

け
ら
れ
る
。
な
お
、
治
山
治
水
予
算

の
年
間
１
兆
円
と

い
う
数
字
を
感
覚

的
に
つ
か
む
た
め
に
、
史
上
最
大
規

模
の
ダ
ム
エ
事
で
あ

っ
た
八
ッ
場
ダ

ム
の
総
工
費
が
５
３
２
０
億
円
で
あ

る
こ
と
を
参
考
ま
で
に
付
記
し
て
お

き
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
近
年
の
豪
雨
災

害
の
激
甚
化
の

一
因
と
も

い
え
る
公

共
土
木
事
業
の
長
期
に
わ
た
る
連
続

的
削
減
と
そ
の
中
で
も
治
山
治
水
事

業
シ
ェ
ア
の
低
下
は
、
実
は
２１
世
紀

初
頭
の
森
喜
朗
内
閣
末
期
ご
ろ
か
ら

始
ま
り
、
自
民
党
政
権
末
期
ま
で
続

い
た
。

０９
年
９
月
に
発
足
し
た
民
主
党
政

権

は
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人

へ
」
を
キ
ャ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
公
共

事
業
の
見
直
し
に
着
手
し
、

１０
年
度

当
初
予
算
で

一
般
公
共
事
業
費
を
前

年
度
比
１
兆
２
９
７
０

億
円

（１８

ｏ

３
％
）
減
少
さ
せ
た
。
そ
の

一
方
で

国
か
ら
の
縦
割
り
の
個
別
事
業

へ
の

補
助
金
を
整
理
し
、
「
地
方
公
共
団

体
等
が
作
成
し
た
社
会
資
本
総
合
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
（略
）
防
災

・

減
災
事
業
、
予
防
保
全
に
向
け
た
老

朽
化
対
策
、
将
来
の
成
長
の
基
盤
と

な
る
民
間
投
資

・
需
要
を
喚
起
す
る

道
路
整
備
、
（略
）
地
域
交
通
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
事
業
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
総
合
的
な
取
組
を
支
援

す
る
た
め
の
交
付
金
」
（
財
務
省

『令
和
６
年
度

予
算
の
説
明
』
か

ら

一
部
抜
粋
）
に
よ
る

「社
会
資
本

総
合
整
備
事
業
」
を
創
設
し
、
初
年

度
２
兆
２
０
０
０
億
円
が
計
上
さ
れ

た
。
こ
の
制
度
は
、
自
民
党
政
権
に

再
び
交
代
し
た
後
も
継
続
さ
れ
た
。

そ
の
当
初
予
算
額
と

一
般
公
共
事
業

費
中
の
シ
ェ
ア
の
推
移
は
図
表
６
の

と
お
り
で
あ
る
。

２４
年
度
予
算
額
１
兆
３
７
７
１
億

円
の
内
訳
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
５
０
６
５
億
円
、
防
災

・
安
全

交
付
金
８
７
０
６
億
円
と
な

っ
て
い

る
。
防
災

・
安
全
が
う
た
わ
れ
て
い

る
制
度
の
た
め
、
こ
の
内
の
か
な
り

の
部
分
が
治
山
治
水
事
業
に
回
る
と

期
待
し
た
い
が
、
「
防
災

・
安
全
」

と
い
っ
て
も
対
象
事
業
が
広
範
に
わ

た
る
上
、
配
分
が
地
方
公
共
団
体
任

せ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
地
味
な
事
業

で
あ
る
治
山
治
水
に
実
際
に
ど
れ
だ

35 
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年度
予算額

(億円)

シェア

(%)
シ土ア
(%)

2010 22,000 38.6 2018 20,003 33。 9

2011 17,539 35。8 2019 21,887 32.0

2012 14,395 32.0 2020 18,015 26.6

2013 19,594 37.6 2021 14,851 24.8

2014 19,964 33。9 2022 13,973 23.4

2015 19,966 33.9 2023 13,805 23.1

2016 19,986 33.9 2024 13,771 22.9

2017 19,997 33.9

け
回
っ
て
い
る
か
は
統
計
デ
ー
タ
も

公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
明
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
筆
者
の
経
験

な
ど
に
基
づ
き
２
割
程
度
が
治
山
治

水
に
回
っ
て
い
る
と
想
定
し
て
、
図

表
４
の
治
山
治
水
予
算
シ
ェ
ア
と
、

図
表
５
の
治
山
治
水
事
業
費
に
加
算

し
、
そ
れ
ぞ
れ
点
線
と
斜
線
白
抜
き

で
示
し
た
。
若
千
控
え
日
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
で
も
コ
ロ
ナ
禍
期
の

補
正
予
算
が
大
盤
振
る
舞
い

（良
い

こ
と
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
）
だ

っ

た
こ
と
も
あ

っ
て
、
治
山
治

水
予
算
は
反
転
上
昇
に
転
じ

て
い
る
。
今
後
、
豪
雨
被
害

の
激
甚
化
に
歯
止
め
が
か
か

る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

＊

　

＊

　

＊

以
上
を
踏
ま
え
て
、
言

い

尽
く
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
次

の
点
を
教
訓
と
課
題
と
し
て

訴
え
た
い
。

ま
ず
は
、
現
状
社
会
保
障

漬
け
で
、
必
要
な
施
策
に
お

金
を
使
う
と

い
う
本
来
の
機

能
が
果
た
さ
れ
て
い
な

い
財

政
の
健
全
化

・
活
性
化
が
不

可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
治

山
治
水
事
業
の
特
性
に
即
し

て
い
え
ば
、
防
災
効
果
の
効
率
的
発

現
の
た
め
に
は
、
計
画
性
を
重
視
し

た
事
業
の
安
定
的
施
行
が
望
ま
し
く
、

予
算
額
が
時
々
の
景
気
対
策
の
手
段

と
し
て
過
度
に
変
動
す
る
こ
と
は
好

ま
し
く
な
い
。

予
算
の
配
分
に
当
た

っ
て
は
、
事

業
種
別

・
箇
所
別
に
厳
格
に
優
先
順

位
を
判
断
し
、
賢

い
予
算
執
行
を
す

べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
特

に
１
９
７
０
年
代
ま
で
に
建
設
さ
れ

た
施
設
の
老
朽
化
が
深
刻
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
応
す
べ
く
、
維
持
管
理
の

充
実
や
時
宜
に
か
な

っ
た
更
新
投
資

の
着
手
が
緊
要
で
あ
る
。

一
般
公
共
事
業
費
全
体
の
中
で
２０

％
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る

「社
会

資
本
総
合
整
備
事
業
費
」
に
つ
い
て

は
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
に
任
さ

れ
て
い
る
が
、
決
し
て
人
気
取
り
に

走

っ
て
は
な
ら
な

い
。
住
民
の
生
命
、

財
産
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
国

土
保
全
を
最
優
先
に
し
た
運
用
が
欠

か
せ
な

い
。

さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
施
設
運
用

に
関
す
る
ソ
フ
ト
面
の
強
化
も
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
本
誌
２
０
２
０
年

１
月

１３
日
号

の

「
豆
電
球
」
欄

で

「台
風
１９
号
の
教
訓
を
２
０
２
０
年

に
生
か
せ
」
と

い
う

コ
ラ
ム
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
台
風
１９
号
に
よ
る
多
摩
川
下

流
水
害
は
絵
に
描

い
た
よ
う
な
複
合

災
害
だ

っ
た
。
無
堤
地
点
で
の
越
流
、

内
水
締
め
切
り
水
門
の
不
備
に
よ
る

本
川
か
ら
の
逆
流
、
排
水
ポ
ン
プ
の

不
備
に
よ
る
内
水
氾
濫
な
ど
、
施
設

の
不
整
備
や
不
完
備
と

い
っ
た

ハ
ー

ド
面
で
の
欠
陥
が
重
な

っ
た
。　
一
方
、

人
手
不
足
や
立
ち
入
り
禁
止
な
ど
の

理
由
で
水
門
の
締
め
切
り
が
遅
れ
た

こ
と
に
よ
る
本
川
か
ら
の
逆
流
や
、

本
川
水
位
低
下
後
の
水
門
開
放
が
遅

れ
た
こ
と
に
よ
る
内
水
氾
濫
な
ど
、

人
災
と
も

い
え
る
ソ
フ
ト
面
で
の
運

用
失
敗
も
多
発
し
た
。

こ
う
し
た

ハ
ー
ド

。
ソ
フ
ト
両
面

の
原
因
か
ら
東
京
側

・
川
崎
側
両
岸

の
多
数
地
点
で
広
範
に
深
刻
な
浸
水

被
害
が
広
が

っ
た
。
多
摩
川
の
よ
う

に
整
備
が
最
も
進
ん
だ
は
ず
の
大
河

川
に
お
い
て
す
ら
、
緊
急
時
の
総
合

的
対
応
が
不
十
分
で
あ

っ
た
手
痛

い

教
訓
と

い
え
る
。

（参
考
文
献
）

拙
稿

「平
成
３０
年
間
の

公
共
投
資
を
振
り
返
る
―
地
域
経
済

に
及
ぼ
し
た
効
果

（上
）
―
失
わ
れ

た
財
政
本
来
の
建
設
的
機
能
、
「豪

雨
被
害
」
激
甚
化
の

一
因
に
も
」

（本
誌
１９
年
４
月
１５
日
号
）

よ
ね
ざ
わ
　
じ
ゅ
ん
い
ち

６３
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
大
蔵
省

（現
財
務
省
）
入
省
。
主
計
局
主
計

官
、
理
財
局
国
債
課
長
、
同
局
次
長
、

関
税
局
長
等
を
歴
任
。
退
官
後
日
本

銀
行
理
事
、
金
融
情
報
シ
ス
テ
ム
セ

ン
タ
ー
理
事
長
、
政
策
研
究
大
学
院

大
学
客
員
教
授
等
。
『国
債
膨
張

の

戦
後
史
』
（金
融
財
政
事
情
研
究
会
）

ほ
か
、
財
政
関
連
著
書
論
文
多
数
。

社会資本総合整備事業費当初予算額と
一般公共事業費中のシェア

〔図表6〕
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